
 

 

 

資料 ２ 

 

  
 

 

 

 

本道の建設産業は、就業者の高齢化や若年者の入職が進まないなど、人材の確保・育成や生産 

性の向上などの課題があることから、地域の安全・安心や経済・雇用を支える建設産業の持続的 

な発展を図るため、将来、担い手となる若者や子供達にとって建設産業の未来【ミライ】が 

魅力あるものとなることを目指し「建設産業ミライ振興プランＨＯＫＫＡＩＤＯ」を策定する。 

 

 

令和５年度から令和９年度（２０２３年度から２０２７年度）までの５年間とする。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

１ 事業実績評価 ２ 客観的指標評価 ３ 満足度評価 

前プランの「２３６本の推進事

業」の実績や達成度等により、

効果等の評価を行う。 

前プランの「１３本の施策」

に関連する各種統計指標の変

動等により評価を行う。 

前プランの「４４本の取組」に

ついて建設企業を対象とした満

足度調査により評価を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）建設産業ミライ振興プランＨＯＫＫＡＩＤＯ 
＜R4.10.27現在・検討案＞ 

１ 策定の趣旨   

 

 

 

２ 推進期間   

 

３ 建設産業を取り巻く現状  

 

４ 前プランの評価・検証  
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新プランの基本的な考え方 

 

建
設
産
業 

の
現
状 

③道内建設労働者 月間 

実労働時間 １７３．２時間 
（全国平均１６５．３時間を上回る）    

 

 

道内建設業売上高営業利益率

㉕１．３％→②：４．８％ 

（近年は改善傾向） 

 
 

③道内新規高等学校卒業者 

求人充足率 １６．９％ 

（全産業別で最低の充足率） 

③道内建設業就業者年齢構成比 

５０歳以上：５５％ 

２９歳以下：１０％ 

（若年層 
低下 
傾向） 

●「三つの密」を回避した
「新たな日常」の構築 

 
●テレワーク、ＷＥＢ会議、
遠隔臨場 

●災害の激甚化・頻発化、 
インフラ老朽化加速 

 
●５か年加速化対策 
（Ｒ３～Ｒ７） 

防
災
・減
災
、

国
土
強
靱
化 

●Ｒ６～時間外労働の 
罰則付き上限規制適用 

 
●原則・月４５時間、 

年３６０時間 

働
き
方
改
革

関
連
法 

●働き方改革の推進、 
生産性向上への取組 

 
●災害時の緊急対応の 
充実強化 

新
・担
い
手 

３
法 

●２０５０年までに道内の
温室効果ガス排出量を
実質ゼロとする  

●再生可能エネルギー 
導入拡大 

●建設現場の生産性向上
i-Constructionの 
推進（国） 

●ＩＣＴ活用モデル工事の 
拡充（道） 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン 

北
海
道 

新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・Ｄ
Ｘ

(

情
報
通
信
技
術) 

 

社
会
情
勢
の
変
化 

働き方改革 

 

生産性の向上 

 

 

建設産業の魅力を発信 

 

重点課題：北海道の建設産業の担い手の確保及び育成 

 


